
市議会議決結果報告
平成23年9月（第3回）市議会定例会は、9月2日に会期を21日間として開会し、22日に閉会しました。議決結果は下表のとおりです。
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平成22年度宇部市一般会計歳入歳出決算認定の件
平成22年度宇部市食肉センター事業特別会計歳入歳出決算認定の件
平成22年度宇部市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件
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平成22年度宇部市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定の件
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9月議会決算審査特別委員会2日目（9月13日）開会前に、執行部席側から議員席を撮影したものです｡
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①宇部市制施行90周年記念式
　典、成人式に「宇部市民の
　歌」を
②子ども手当見直しによる課題について
③子ども・子育て新システム「幼保一体化」
改革の課題について

④図書館学習室の設置について
⑤節電キャンペーン「サマー・エコライフ・
マイナス15」について

①小中学校適正配置について
②小中学校の学習指導要領の
　改訂について

①ポイント制による介護支援
　ボランティア制度導入につ
　いて
②買い物弱者対策について

①本市のＰＲ（広報）戦略につ
　いて

①入札契約適正化指針の改正に
　伴う宇部市の対応について
②企業立地促進戦略について
③防災力・減災力アップ策について

①教育行政の取り組みについて
②子育て支援について
③特定健診に聴覚検診の導入を

①国の施策でない本市の経済
　対策について
②道路標識等、道路付属物の

　安全対策における管理データ化について
③文化振興の取り組みについて
④指定管理の運営状況と市民の評価及び検
証、また指定管理者の選定基準の見直し
について

①中学校教科書選定・採択に
　ついて
②山口国体開催中の小・中学
　校の授業について

①特別支援教育について

①宇部市の食料供給について

①市営住宅のストック活用と
　次期長寿命化計画について
②国民健康保険被保険者資格
　証明書による受診対応について

①指定管理者制度の総括につ
　いて
②本市の活性化について

①ごみ焼却炉について
②市民相談窓口を活用した多
　重債務相談について

①中学校の各種体育大会出場
　者への助成金の見直しにつ
　いて
②フィルムコミッションについて
③コミュニティー交通について
④「障害」をテーマとした講演・研修会用講

師リストについて

①職員の配置・補充について
②学校給食調理業務について

①水道事業について

①エネルギーの地産地消につ
　いて
②土地開発公社が所有する企
　業団地について

①母子生活支援施設・愛光園
　の建てかえ、機能充実につ
　いて
②介護保険法改正に伴う「介護予防・日常生
活支援総合事業」について

③「宇部市民の歌」の普及について
④中学校における武道の実施について

①山口国体・山口大会の取り
　組みについて
②指定管理者制度について
③うべ元気ブランドについて

①旧宇部銀行館の管理運営に
　ついて
②職員の健康管理について
③平成24年度からの中学校の保健体育科に
ついて
④（仮称）スポーツ館の整備について

一般質問
青木 晴子（新政会）

重枝 尚治（新政会）

安藤 　巧（公明党）

長谷川 耕二（公明党）

岩村　 誠（新風会）

村上 恵子（公明党）

宮本 輝男（市民連合）

田中 文代（新風会）

新城 寛徳（公明党）

荒川 憲幸（日本共産党）

射場 博義（新風会）

時田 洋輔（日本共産党）

城美　 暁（新風会）

（日本共産党）真鍋 恭子

（新政会）山下 憲章

猶 　克実（清志会）

山下 節子（清志会）

（日本共産党）岡本 公一
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　9月議会において、当委員会に付託
されたのは、一般会計補正予算、条
例の制定及び改正各1件、その他2件
（合計5件）で概要は次の通りです。
　いずれも全会一致または多数決に
よって、可決されました。
⒈議案67号　平成23年度宇部市一般
会計補正予算（第2回）
　補正額は887,052千円で、一般会計
総額は62,417,052千円となります。
主なものは
○歳入
　・22年度からの繰越金（22年度の黒
　字分）

　　1,059,907千円
　・地方交付税
　　49,059千円
　・国庫支出金
　　18,037千円
　・退職金基金の繰入取りやめ
　　200,000千円
　・諸収入
　　20,477千円
　　（山陽小野田市からの消防広域化
　経費負担金等）

○歳出
　・消防広域化に伴う準備経費
　　70,593千円
　　（電算システム構築委託料等）

　・住まいの防災・エコ対策改修費 
助成金（補助率10％、上限10万円、
耐震工事については上限20万円）
50,000千円

　・財政調整基金へ組み入れ
　　550,000千円
　　（22年度からの繰越金の半額を法

定により）
　・児童扶養手当扶助費
　　23,459千円
　・災害復旧費
　　23,193千円
　・防犯灯設置費等補助費
　　12,312千円
⒉議案70号　宇部市税賦課徴収条例
等の一部を改正する条例制定の件

　　地方税法の一部改正等に伴う条
例の整備で、次のようなことがあ
ります。

　・市税の不申告に関する過料の上
限引き上げ（3万円から10万円へ）

　・上場株式等の配当等および譲渡
所得に係わる軽減税率の適用期
限の延長（25年12月末まで）

　・東日本大震災に係わる住宅借入
金等別税額控除の適用期間の特
例措置の整備

⒊議案71号　宇部市都市計画税賦課
徴収条例中一部改正の件

　　地方税法の改正により、引用し
ている同法の規定について、規定
の読み替えや項ずれ等に伴う条文
を整備するための条例改正です。

⒋議案76号　宇部・山陽小野田消防
組合の設立について

　　宇部市及び山陽小野田市の両消
防本部の規模では、災害の大規模
化に十分対応できない場合があり
ます。

　　これら2つの消防本部を統合、広
域化し、「宇部・山陽小野田消防組
合」を設立、組合規約を定め、本部
職員を減らし、現場の消防署員を
増員する等、体制の整備と統一運
用とによって、消防力の強化を行
います。

⒌議案77号　物品等の購入　
　　24年間使用した、災害対応特殊
化学消防ポンプ自動車（1台）を更
新・購入します。（41,947千円）

【9月議会の文教民生委員会審査概要】
　文教民生委員会に付託された6議案
について審査した結果、すべての議
案について全会一致をもって可決し
ました。
主な内容は次のとおりです。
○宇部市基金の設置、管理及び処分
に関する条例中一部改正の件

～本案は宇部市立小・中学校の特別
支援学級における情操教育の充実
に要する経費の財源を確保するた
め、特別支援教育青い鳥基金を設
置するものです～
問特別支援教育青い鳥基金を枯渇さ
せないための取り組みについて

答基金が枯渇することのないよう基
金の目的や活用内容等を市民に
しっかりとＰＲしていくとともに、
特別支援教育についても、本市の

重点的な取り組みとして、幅広い
周知に努めていきます。

問情操教育の具体的な内容について
答演劇鑑賞、音楽鑑賞、社会見学及
び自然体験等を授業の一環として
実施していきます。

【文教民生委員会閉会中の活動報告】
　文教民生委員会（9名）では、所管事
項について、閉会中もさまざまな研
究調査を行っています。
　8月25日㈮には、有限会社リベルタ
ス興産で「障がい者雇用について」、
また、日の山のぞみ苑及びはばたき
で「就労支援、地域移行、重度障がい
者の生活介護について」の先進事例等
の視察を行いました。
　視察を終え、障がいも個性の1つと
とらえ、得意分野を活かしながらそ
の他の支援や配慮を行うことにより

雇用及び就労の促進を図ることがで
き、また障がい者の自立と共生を促
進するために地域の支援や環境づく
りが重要であることを認識すること
ができました。
　このように今後も閉会中の活動を
積極的に行い、文教民生委員一同、
市民福祉の向上のためにさらなる精
進を重ねていきます。

●議案第75号　風致地区内における
建築等の規制に関する条例制定の
件

●議案第79号　市営土地改良事業の
施行の件（下広谷地区）

●議案第80号　工事請負契約締結の
件（市道岩鼻中野開作線道路改良工
事）

　いずれも質疑と討論を経て、全会
一致で可決されました。
　議案第75号は、放送法の一部改正
により条例の用語を変更するもので
す。

　議案第79号は、市小野下広谷地区
の堤体全面改修を、農地防災事業（た
め池等整備）として総事業費7,500万円
で実施するものです。
　議案第80号は、市道岩鼻中野開作
線道路改良工事に伴う厚東川の橋梁
を施工する工事契約締結（請負
金額5億1，408万円で宇部興
産機械・宇部工業共同企業体
と契約）するものです。
　この議案の審査の過程で、
委員からの質疑に対し「総事業
費は約50億円で、平成26年度
末完成の見込み。平成22年度

末時点での進捗率は事業費ベースで
約77％。」また、「架けかえ後の既設の
琴川橋の取り扱いについては、新設
の琴川橋の架けかえを終えた段階で
撤去となる」と、執行部から説明があ
りました。

財政の健全化に取り組んでいます総務財政

議案審査と閉会中の調査など文教民生

厚東川の新琴川橋（仮称）橋梁工事始まる産業建設

新琴川橋（仮称）完成予想図 有限会社リベルタス興産を視察

購入予定車と同型の高性能消防車
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宮本 輝男（市民連合）

田中 文代（新風会）

新城 寛徳（公明党）

荒川 憲幸（日本共産党）

射場 博義（新風会）

時田 洋輔（日本共産党）

城美　 暁（新風会）

（日本共産党）真鍋 恭子

（新政会）山下 憲章

猶 　克実（清志会）

山下 節子（清志会）

（日本共産党）岡本 公一
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20（清志会）黒川 康弘

高井　仁 （新風会）

常任委員会報告

常任委員会報告
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　9月議会において、当委員会に付託
されたのは、一般会計補正予算、条
例の制定及び改正各1件、その他2件
（合計5件）で概要は次の通りです。
　いずれも全会一致または多数決に
よって、可決されました。
⒈議案67号　平成23年度宇部市一般
会計補正予算（第2回）
　補正額は887,052千円で、一般会計
総額は62,417,052千円となります。
主なものは
○歳入
　・22年度からの繰越金（22年度の黒
　字分）

　　1,059,907千円
　・地方交付税
　　49,059千円
　・国庫支出金
　　18,037千円
　・退職金基金の繰入取りやめ
　　200,000千円
　・諸収入
　　20,477千円
　　（山陽小野田市からの消防広域化
　経費負担金等）

○歳出
　・消防広域化に伴う準備経費
　　70,593千円
　　（電算システム構築委託料等）

　・住まいの防災・エコ対策改修費 
助成金（補助率10％、上限10万円、
耐震工事については上限20万円）
50,000千円

　・財政調整基金へ組み入れ
　　550,000千円
　　（22年度からの繰越金の半額を法

定により）
　・児童扶養手当扶助費
　　23,459千円
　・災害復旧費
　　23,193千円
　・防犯灯設置費等補助費
　　12,312千円
⒉議案70号　宇部市税賦課徴収条例
等の一部を改正する条例制定の件

　　地方税法の一部改正等に伴う条
例の整備で、次のようなことがあ
ります。

　・市税の不申告に関する過料の上
限引き上げ（3万円から10万円へ）

　・上場株式等の配当等および譲渡
所得に係わる軽減税率の適用期
限の延長（25年12月末まで）

　・東日本大震災に係わる住宅借入
金等別税額控除の適用期間の特
例措置の整備

⒊議案71号　宇部市都市計画税賦課
徴収条例中一部改正の件

　　地方税法の改正により、引用し
ている同法の規定について、規定
の読み替えや項ずれ等に伴う条文
を整備するための条例改正です。

⒋議案76号　宇部・山陽小野田消防
組合の設立について

　　宇部市及び山陽小野田市の両消
防本部の規模では、災害の大規模
化に十分対応できない場合があり
ます。

　　これら2つの消防本部を統合、広
域化し、「宇部・山陽小野田消防組
合」を設立、組合規約を定め、本部
職員を減らし、現場の消防署員を
増員する等、体制の整備と統一運
用とによって、消防力の強化を行
います。

⒌議案77号　物品等の購入　
　　24年間使用した、災害対応特殊
化学消防ポンプ自動車（1台）を更
新・購入します。（41,947千円）

【9月議会の文教民生委員会審査概要】
　文教民生委員会に付託された6議案
について審査した結果、すべての議
案について全会一致をもって可決し
ました。
主な内容は次のとおりです。
○宇部市基金の設置、管理及び処分
に関する条例中一部改正の件

～本案は宇部市立小・中学校の特別
支援学級における情操教育の充実
に要する経費の財源を確保するた
め、特別支援教育青い鳥基金を設
置するものです～
問特別支援教育青い鳥基金を枯渇さ
せないための取り組みについて

答基金が枯渇することのないよう基
金の目的や活用内容等を市民に
しっかりとＰＲしていくとともに、
特別支援教育についても、本市の

重点的な取り組みとして、幅広い
周知に努めていきます。

問情操教育の具体的な内容について
答演劇鑑賞、音楽鑑賞、社会見学及
び自然体験等を授業の一環として
実施していきます。

【文教民生委員会閉会中の活動報告】
　文教民生委員会（9名）では、所管事
項について、閉会中もさまざまな研
究調査を行っています。
　8月25日㈮には、有限会社リベルタ
ス興産で「障がい者雇用について」、
また、日の山のぞみ苑及びはばたき
で「就労支援、地域移行、重度障がい
者の生活介護について」の先進事例等
の視察を行いました。
　視察を終え、障がいも個性の1つと
とらえ、得意分野を活かしながらそ
の他の支援や配慮を行うことにより

雇用及び就労の促進を図ることがで
き、また障がい者の自立と共生を促
進するために地域の支援や環境づく
りが重要であることを認識すること
ができました。
　このように今後も閉会中の活動を
積極的に行い、文教民生委員一同、
市民福祉の向上のためにさらなる精
進を重ねていきます。

●議案第75号　風致地区内における
建築等の規制に関する条例制定の
件

●議案第79号　市営土地改良事業の
施行の件（下広谷地区）

●議案第80号　工事請負契約締結の
件（市道岩鼻中野開作線道路改良工
事）

　いずれも質疑と討論を経て、全会
一致で可決されました。
　議案第75号は、放送法の一部改正
により条例の用語を変更するもので
す。

　議案第79号は、市小野下広谷地区
の堤体全面改修を、農地防災事業（た
め池等整備）として総事業費7,500万円
で実施するものです。
　議案第80号は、市道岩鼻中野開作
線道路改良工事に伴う厚東川の橋梁
を施工する工事契約締結（請負
金額5億1，408万円で宇部興
産機械・宇部工業共同企業体
と契約）するものです。
　この議案の審査の過程で、
委員からの質疑に対し「総事業
費は約50億円で、平成26年度
末完成の見込み。平成22年度

末時点での進捗率は事業費ベースで
約77％。」また、「架けかえ後の既設の
琴川橋の取り扱いについては、新設
の琴川橋の架けかえを終えた段階で
撤去となる」と、執行部から説明があ
りました。

財政の健全化に取り組んでいます総務財政

議案審査と閉会中の調査など文教民生

厚東川の新琴川橋（仮称）橋梁工事始まる産業建設

新琴川橋（仮称）完成予想図 有限会社リベルタス興産を視察

購入予定車と同型の高性能消防車
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委 員 長　志賀　光法
副委員長　安藤　　巧

委員　唐津　正一
委員　河崎　　運

委員　高井　　仁
委員　時田　洋輔

委員　猶　　克実
委員　長谷川耕二

議会を傍聴しませんか

WC WC

総合政策部
議場

土木建築部

議会傍聴席

下水道部

市役所3階

議会傍聴席入り口

　市議会の傍聴を希望される方は、市役所3階
市議会傍聴席入り口（階段上り口）の受付で、住
所、氏名をご記入のうえ、傍聴券の交付を受け
て入場してください。
　なお、傍聴席（53席、車いす席1席）に限りが
あるため、傍聴希望者が多い時には、入場を制
限することがあります。
　また、耳の聞こえにくい方のために、議場内
に赤外線補聴支援システムを設置しています。
傍聴受付にて、補聴レシーバー（先着3名）を貸
し出しておりますので、ご利用ください。

　8月1日に宇
部市議会だよ

りを創刊しましたところ、その後はがき等に
より3名の市民の方より議会だよりについて貴
重なご意見をいただきました。ご意見いただ
いた内容につきましては、議会だより編集委
員会において検討・対応して行きます。今後
も市民の皆様に親しまれ、興味を持って読ま

れる議会だよりの編集に努めてまいります。
議会選出監査委員の記載漏れについて
　創刊号の最終ページに議会組織を記載いた
しましたが、その中で議会選出の監査委員、
笠井泰孝議員の名前の記載が漏れていました
ので、今号において追加記載いたします。
　監査委員（議会選出）

笠井　泰孝

編集後記

■市議会への問い合わせ
　〒755－8601　宇部市常盤町一丁目7番1号　宇部市議会事務局　☎34－8812　>31－4678
　ホームページ http://www.city.ube.yamaguchi.jp/shisei/shigikai　メール info-gikai＠city.ube.yamaguchi.jp

平成23年9月定例会本会議傍聴人数

9月2日㈮
6日㈫
7日㈬
8日㈭
9日㈮
22日㈭

1
2
3
4
5
6

0
26
38
23
0
5
92

一般質問7人
7人
6人

質疑1人

日　付 日程 傍聴人数 備　　考

市議会コラム

　市民のみなさんから選ばれて、市議会へ
送り出していただきました、いわば市民の代
弁者が市議会議員です。その議員が、有権
者に対して、年賀状、寒中見舞状、暑中見
舞状その他これに類するあいさつ状を出すこ
とは、公職選挙法第百四十七条の二で禁止
されています。
（ただし、あいさつ状のうち、答礼のための
自筆によるものについては禁止の対象とされ

ていません。）
　その他、公職選挙法では、次のようなこと
が禁止されています。
●議員や後援会が、寄付をしたり、有料の
　あいさつ広告を出すこと。
●議員や後援会が、お中元や、お歳暮を贈
　ること。
●市民や団体が、議員に対し寄付などを求
　めること。
などがあります。

〝年賀状を出すことは禁止！〟

計

決算審査特別委員会報告

　9月9日の本会議で決算審査特別委員会（射場
博義委員長、山下憲章副委員長）を設置し、議長、
監査委員を除く26名の委員で9月12日から14日
までの3日間にわたり平成22年度決算案15件を
審査し、すべて認定しました。

○歳入一般財源のうち、地方交付税及び臨時財
政対策債が大幅に増加した理由は
　　地方交付税について～普通交付税が平成21
年度比約10億7,000万円と大幅に増えました。
その主な要因は、基準財政需要額では子ども
手当や社会福祉費の増、がん検診などが措置
された結果10億8,000万円増加しましたが、
臨時財政対策債への振りかえが15億4,000万
円ふえ、差し引き4億6,000万円減少していま
すが、その一方で控除となる基準財政収入額
で市民税所得割が7億3,000万円の減、法人税
割が4億1,000万円の減など、平成21年度に比
べて約15億円減少したためです。
　　臨時財政対策債について～地方財政全体が
大幅な財源不足に見舞われ、交付税だけでは
賄えず、平成21年度に比べ5割アップの規模
で計上され、それに基づき本市でもほぼ国と
同じ伸び率で算定したためです。なお、発行
可能額は36億5,300万円と算定されましたが、
そのうち31億7,000万円の発行としています。
○ご近所福祉活動推進経費の実績と課題は
　　実績について～地域住民を対象とした交流
会、認知症高齢者の預かり事業、視覚障害者
のための卓球、料理などの趣味活動、科学実
験教室など、子ども、高齢者、障害者など多

くの世代の地域住民が参加しやすい活動が幅
広く実施され、小学生以下が385人、未成年
が120人、高齢者が4,172人、その他が927人、
そのうち障害者が846人、参加延べ人数は
5,604人でした。

　　課題について～今年度で2年目となり、ご
近所福祉活動が定着、認知されてきたものの、
さらによりよい活動とするために、ＰＲ・周
知の方法、活動を継続するための活動内容の
規模や運営方法の見直しなど、各団体によっ
て課題は異なりますが、今後、活動団体同士
による意見交換の機会を持つなど、工夫して
いきます。
○常盤公園整備事業費の工事請負費、委託料の
内訳は
　　工事請負費について～年次的に進めている
東側周遊園路整備の延長226メートルの舗装
工事833万7,000円、東側周遊園路整備の延長
94メートルの側溝整備工事296万6,250円、常
盤公園正面入り口の身体障害者トイレのオス
トメイトへの改善工事188万7,900円で合計
1,319万1,150円です。

　　委託料について～用地取得に必要な地籍測
量図作成のための業務委託料が47万2,500円、
また、常盤公園動物園ゾーン基本計画・基本
設計に要する業務委託料699万3,000円のう
ち、前払金として支出した委託料が200万円
で合計247万2,500円です。

○妊婦・乳児健康診査委託料を予備費で対応し
た理由は
　　妊婦健康診査委託料は平成22年度の出生数
が1,492人と平成21年度と比較して125人の増
となり健康診査委託料が不足しました。なお、
妊婦健康診査受診者数については、一定の増

加傾向にはありましたが検診数の予測が非常
に困難であり、さらに、補正予算編成時に国
から妊婦健診の項目を新たに追加するよう指
示がありましたが、範囲等について詳細が決
定していなかったため予備費による対応を行
いました。また、乳児健康診査委託料につい
ても、同様に出生数の増加により予備費での
対応を行いました。
○資源物売払収入の内容は
　　資源物は大きく金属類と古紙類に分かれま
すが、金属類は不燃ごみを破砕選別処理した
破砕鉄、破砕アルミ、その他金属及びアルミ
厨房品、被覆銅線、資源ごみを手選別したプ
レスアルミ、プレス鉄、これらの売払収入で
2,783万3,931円です。古紙類は新聞・雑誌・
段ボールの売払収入で2,170万4,232円です。
合計では、4,953万8,163円となります。
○水道事業において当年度純利益が平成21年度
に比べ増加した理由は
　　収入は水道料金収入が4万2,000立方メート
ルの増量となったことにより、約500万円の
増収、また新都市関係での一般会計からの繰
入金が1,381万9,000円の増、子ども手当支給
に伴う一般会計からの繰入金が653万8,000円
など、収入合計で平成21年度と比較して
3,758万1,000円の増となっています。

　　一方支出は、委託料、修繕費などの維持管
理経費は施設の老朽化により増加しています
が、企業債の借りかえによる効果と元利均等
償還による利息の負担の軽減により、平成21
年度に対し企業債利息が5,281万8,000円の
減、また工事に伴う資産の除却に伴う資産減
耗費が2,095万7,000円の減となり、支出合計
は3,796万1,000円の減となっています。
　　このように収入が増加し、支出が減少した
結果、7,554万3,000円の増収となりました。

※委員会も傍聴することができます。

宇部市議会 検索

市民のみなさんの、ご理解とご協力を
お願いします。

議会だより編集委員会

審査概要

質疑の主なもの

唐津　正一


